










































































審 査結 果  。) 要
旨
 職業性難聴者の大多数は左右対称性の難聴を示すものであるから所謂FOwler氏BaU鋤cg
 Te航を適用して聴覚のRecruit皿ent現象の存在を確認することが困難である事実に
 '着目し,著者は純音聴力がそれより低い周波数の純音の介在によって容易に遮蔽されると云う
 現象を応用してR現象を測定した所定型的職業性難聴耳〔20耳)において全てR現象陽性で
 あることが認められた。
 次に人耳を実験的に強大音響(100Ocpe125d.b)に曝露し聴覚疲労を起させた所やはり
 Recruiも飢e血tの発現を認めることが出来た。
 以上の凄実から著者は音響に曝露せられた聴雛はR現象陽性だろうとの推測が成り立つもの
 として今度は動物の瞭器を強大音響に曝露し,C.M.及びNrcomponentを指標としてそ
 の変化を追究したo
 o.M.では正常時・疲労時両強度特性曲線間に一その非直線部にのみ「歩みより」recru-
 itiゑ9の傾晦が見られたに過ぎなかったが,玉転一co皿poロ臼nむでは・をの強度特性曲線上
 聞値附近の弱い試験管の部分において銑にrecrui七iu9が証明された事実を基瞬として
 recrui七皿6r⊥t発現機構を考按したD
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